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Globalization of dietary culture in Asia has been approached mostly in the context of "cultural
imperialism," and many scholars discussed "McDonaldization" in Asian societies. Few empirical
studies, however, have been conducted on the localization process of Asian dietary cultures in
different Asian societies except few cases,
This paper examines dynamism and characteristics of thirty years'localization process of
Japanese dietary culture in contemporary China, mostly in Beijing, not only by using printed
documents but also by making use of interview data of eight Japanese restaurant owners. Our
research findings tell us that Japanese restaurant owners, whether they be Chinese or Japanese, have
been very sensitive to "authenticity" of the food they serve regardless of the progress of de facto






































































































































































































































































































































































































































































職 位 来 歴 i 蝣- 1
ビュー
















E さん 30 代半ば中国人 個人 経営者
80 年代末から日本人経営者の下で 5 年間板
前修行し, 独立 して自分の店を持つ■ 20 02.7
F さん 3 0 代半ば中国人 個人 経営者
当初は中華 ●西洋料理のコックだつたが, 冒
本人経営者の下で 10 年間板前修行 し, 独
立■
20 04◆3




H さん 4 0 代前半中国人 個人 経営者
日本留学時に, 日本料理に興味を持つ◆中国









































































































































































































































































































4) 『北京生活情報』 (北京日本入会発行1992年5月版, 1995年4月改訂版), 『Pocket Page北京』 (2003年版),























































る(杉山, 2000)｡日本食の接触率は｢刺身｣が最も高く約33%,次いで｢寿司｣約22%, ｢天魅羅｣ 4%と
なっており, ｢-ンバーガー｣(約80%), ｢フライドチキン｣(約73%)と比べて大きな差がみられ, ｢ピザ｣(約







































31)西洋(1999)は中国における日常の食事方法の特徴として, ①平等性と共同性, ②合理性と経済性, ③流動性と
社交性の三点を挙げている｡ ①は,家庭内の食器に個人所有の意味づけがなされていないこと, ｢八仙卓｣と呼
ばれる8人がけの正方形の食卓など,座順は別として卓上の着席者の平等性が確保されていること, ②は,料
理を各人に盛り付ける必要がないので調理してすぐに出せる点, ③については,食べ始めと食べ終わりに同時
性がないという流動性,および,自分の小皿に取り分ける際に同席者-の配慮がみられるという社交性であ
る｡西樺はさらに, ｢食べることは,ある意味では競争であり,このときの緊張感を覆い隠すのが,中国での食
事作法の中心を成していると考えられる｣と指摘している｡
32)石毛(1984)は,日本の家庭での食事で,パンが主食の場合の副食物が洋風料理に限定されるのに対して,米飯
が主食の場合に中華風,洋風の副食物とともに箸が使用され,食後に日本茶が飲まれる例から,これを日本人
の食事の｢洋化｣および｢中国化｣現象とみるよりは,洋食や中華料理が日本の食事システムに再編成され｢和
風化｣していると捉えている｡
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